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　The Kamaishi mine ore dressing ground does not exist anymore, but leaves the concrete which became 
the basics and the retaining wall for the slope ground as a trace. Though the construction brought about from 
the ruins may suggest new value system if I suppose the ultimate future of the building to be the ruins. It 
is slightly different from the preservation of the building, but designs there of the ruins to continue using it 
wealthily.　Key Words : resources,local endemism
　建築には人々の生活を豊かにする力があると信じて
いる。しかし、どのような場所に建築的行為をするに
あたっても、その場所、地域の持つ文化や価値感を無
視するわけにはいかない。
　建築が長く使い続けられることは、建築に関わる
人々にとって誰しも願うことだと思う。そう考えたと
きに、未来まで残り続ける建築はどのようなものかを
想像する。私は幼い頃に見た選鉱場に思いを馳せた。
　その選鉱場は岩手県釜石市に存在していたが現在は
取り壊されている。釜石鉱山にて採取される鉄鉱石を
鉄とそうでないものに分別するための施設である。斜
面地に建てられたその建築は、壮大なスケールも相
まって一種の象徴性のようなものを感じる建築であっ
たが、廃墟ともいえる光景が特に印象的であった。
　なるほど廃墟は様々な人々の心に焼き付き、インス
ピレーションを与えた。クリストファー・ウッドワー
ドは廃墟論と名付けられた著作で、廃墟が人の想像力
にもたらすものに焦点を当て論じている。永遠の象徴
として廃墟を受け取る人もいれば、脆弱性の象徴とし
て魅せられる人もいる。
　釜石鉱山選鉱場は、その姿はもう存在していないが
基礎や擁壁となっていたコンクリートを斜面地に痕跡
として残している。私はこの選鉱場に魅せられた一人
だ。建築の究極的未来が廃墟だとすれば、廃墟から生
み出される建築は新たな価値体系を示唆するものかも
しれない。建築の保存とは少し違う、豊かに使い続け
るために廃墟のその先を設計する。
　岩手県釜石市は日本の近代製鉄業発祥の地とされて
いる。古くは江戸時代にまでさかのぼるが、今回設計
敷地にあたる選鉱場は昭和初期頃からその歴史がはじ
まる。鉄選鉱場と銅選鉱場はどちらも既に取り壊さ
れ、その基礎や擁壁が姿を現している。
　歴史的背景がその容姿に特徴をもたらしている。鉄
選鉱場が先に生まれ、後に銅選鉱場が誕生した。鉄選
鉱場も最初は小さな小屋のようなもので、何度も増築
を重ね規模を拡大したため、表れているコンクリート
もより複雑なものになっている。一方銅選鉱場は、鉄
選鉱場の規模がある程度確定されたのちに、銅鉱石の
採取が始まった為、当初の規模がおおむね想定されつ
くられた。ゆえにあらわれた基礎も複雑さよりも整え
られたものとしての印象が強い。
0. 究極的未来” 廃墟” のその先へ 1. 鉄選鉱場と銅選鉱場
左：鉄選鉱場　右：銅選鉱場
　釜石市には釜石港という大きな港がある。この港が
現在の町の中心として存在しているので、釜石駅や市
庁舎、ホテルなどの中心的な機能も港に集中してい
る。釜石鉱山は港町から車で 20kmほどの位置にある。
選鉱場の跡地は釜石鉱山株式会社の所有物であり、か
つての姿の基礎部分を残して、今も斜面地に独特の魅
力を生み出している。
　鉱山としての歴史の深い釜石には、数多くの産業遺
構が存在している。釜石市としてもこの魅力ある風景
をより多くの人々に伝えられるよう、釜石「鉄のみち」
としてインターネットでも紹介されている。事実、こ
の場所には産業遺構などに興味のある人々が訪れてい
る。一方で、ルート位置地図からも読み取れるように、
港の市街地からのアクセスは容易ではなく、気軽に立
ち寄れる場所というよりも、訪れるために向かう場所
として存在している。
　釜石鉱山にはトロッコが入る坑道が網のようにめ
ぐっている。鉱山の歴史の中でポイントとなるのが、
良質な鉱泉水「仙人秘水」の発見である。ミネラルの
豊富なこの「仙人秘水」は、天然水の枠を越えて、無
印良品の販売する化粧水などにも使われる。鉱山とし
ての役目を終えた現在でも、仙人秘水の製造、販売は
現在でも行われており、釜石の人々にとっても身近な
存在となっている。今もなお湧き続ける天然水「仙人
秘水」、豊富な木材の資源、多くの産業遺構への結節
点となることがこの土地の特性である。また選鉱場と
いう遺構を保存、活用し続けることで、この場所の歴
史的アイデンティティを建築を用いて継承すること
で、他には例のない場をつくる。
　それを実現するために、プログラムを宿泊施設とウ
イスキー蒸留所とする。宿泊施設では、現存する産業
遺構が町の中心部からのアクセスがやや不便なことか
ら、新たな中心部を創出させることを目的とする。
　ウイスキー蒸留所では、釜に存在する豊富な水資
源、木材、この場所が銅鉱石を採掘できることで、新
たな生産の場を創出させることが目的である。
　設計は、既存のコンクリートをいかにインテリア化
していくかということに焦点をあてる。選鉱場のコン
クリートに残された独特の痕跡を手掛かりに空間をつ
くりだす。
　下吹越教授をはじめ、指導教員の方々には大変お世
話になりました。6 年間ご指導して頂きありがとうご
ざいました。また本設計に際して、釜石市役所の方々、
秩父蒸留所の皆様にも大変お世話になりました。そし
て手伝ってくれた後輩の方々にも感謝の意を伝えま
す。
1)　「廃墟論」　クリストファー・ウッドワード著
2)　「見立ての手法～廃墟論～」　磯崎新著
6)　「建築の保存デザイン～豊かに使い続けるための
理念と実践～」　田原幸夫著
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4. ウイスキーを楽しめるバー
2. 蒸留工場と一般動線の交差1. 蒸留所事務所
3. 宿泊施設バルコニーと内部
